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留萌商工会議所 

令和３年度 経営発達支援計画 

事業報告書 

 

 

 

 

 

１．趣 旨 
 

平成２６年６月の「小規模事業者支援法」の一部改正により、商工会・商工会議所が、小規

模事業者による事業計画の策定やその実施を支援する事業（経営発達支援事業）の計画（経営

発達支援計画）を作成した場合、国（経済産業大臣）がその計画を認定・公表する制度が創設

されました。 

当会議所では令和２年３月に計画認定を受け、令和２年４月から令和７年３月までの５年間

を計画期間として支援事業に取り組んでいます。 

 

 

 

２．事業の評価基準 

 Ａ：達成している（１００％以上） 

 Ｂ：概ね達成している（７０％～９９％） 

 Ｃ：半分程度しか達成していない（３０％～６９％） 

 Ｄ：ほとんど達成していない（３０％未満） 

  

※Ａ～Ｄの評価基準によって事業を評価しますが、新型コロナウイルス感染症の影響により

事業実施を中止した場合があります。 
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Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

 

１．地域の経済動向調査に関すること【指針③】 

内  容 （ 回数 ／ 年 ） 目標 実績 達成率 評価 

（１）経営動向（新型コロナウイルスの影響）と事業承継に関す

る調査 

地域における事業所の経営動向を把握し、小規模事業者の事業

計画策定の際に業種に応じた助言や対応をするための基礎資料と

するために経営動向調査を行った。 
 

調査対象：留萌商工会議所 会員事業所 ５８４事業所 

 回 答 数：１４６件（回答率 ２５．０％） 

調査結果：ホームページに掲載 

１回 １回 １００％ Ａ 

（２）地域経済動向の調査・分析 

地域経済動向を調査・分析するため、下記①～⑥の調査結果を

まとめ小規模事業者が自社で必要とする情報の選択、加工、活用

など実情に応じた事業計画策定に向けた材料として活用した。 

調査結果：ホームページに掲載 

  

１００％ Ａ 
① 道内中小企業景況調査 ／ 調査：北海道商工会議所連合会 ４回 ４回 

② 全国中小企業動向調査 ／ 調査：日本政策金融公庫 ４回 ４回 

③ 道北の小企業動向調査 ／ 調査：日本政策金融公庫旭川支店 ４回 ４回 

④ 調査ニュース ／ 調査：北海道銀行 １２回 １２回 

 ⑤ るもいしんきん景況レポート ／ 調査：留萌信用金庫 ４回 ４回 

⑥ ＲＥＳＡＳサマリー ／ ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム） １回 １回 

（３）公務員の動向調査 

留萌市の産業別就業者数に占める公務員の割合は１４．５％（平

成２７年国勢調査）と道内平均５．２％を大きく上回っているこ

とから、留萌市は「公務員の街」とも呼ばれている。この地域の特

色を消費拡大に結びつけるための検討材料とするために、留萌市

内の公務員を対象に「消費動向等に関するアンケート調査」を行

った。 

調査対象：留萌開発建設部 職員 １９７人 

 回 答 数：１７６件（回答率 ９１．２％） 

調査結果：商業部会・留萌市に調査結果を提供 

１回 １回 １００％ Ａ 

（４）雇用動向及び新型コロナウイルスの影響に関する調査 

留萌市は人口減少が続く中、新型コロナウイルスの影響により

経済も低迷を続けている。そのため、市内企業における現在の雇

用状況や今後の採用方針、新型コロナウイルスの影響等、これか

らの地元雇用の推進施策の参考資料とすることを目的に、「雇用動

向及び新型コロナウイルスの影響に関する調査」を行った。 

調査対象：留萌商工会議所 会員事業所（法人）２９７事業所 

 回 答 数：１０７件（回答率 ３６．０％） 

調査結果：ホームページに掲載 

１回 １回 １００％ Ａ 
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２．経営状況の分析に関すること 【指針①】 
 

【事業内容】 

税務・金融・各種補助金相談等による小規模事業者の経営支援を通じて経営分析が必要な事業所を

抽出し、経営支援基幹システム（ＢＩＺミル）を活用して、本システムに事業者から収集した情報を

入力し定性面・定量面の各項目について分析した。 

なお、開催を予定していた経営分析セミナーについては、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、

開催を見合わせることとした。 

 

【実施内容】 

 支 援 分 類 件数 

マル経融資（一般・コロナ対策） １４件 

小規模事業者持続化補助金（一般型・コロナ特別対応型） ８件 

ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金 ３件 

事業再構築補助金 ５件 

創業計画作成 ２件 

青色申告決算相談 ３９件 

合 計 ７１件 

 

【目標・実績・達成率】 

支援内容 目標 実績 達成率 評価 

経営分析件数 ６０件 ６１件 

１０２％ Ａ 

 
経営分析セミナー開催 

※コロナの影響により開催中止 
２回 ０回 

 

３．事業計画策定支援に関すること【指針②】 
 

【事業内容】 

①既存事業者に対する支援 

  現状把握・分析（経営資源・外部環境等）について課題の抽出を行ったうえで、事業主自ら事業計

画を作成してもらい、その後、経営指導員が市場動向、競合優位性、事業内容、リスク対策、資金計

画等の項目について計画内容を確認し、生産性の向上等の付加価値をつけた事業計画になるよう計画

完成を目指して支援を行いました。 

 また、事業計画作成支援セミナーを開催し事業計画を策定する意義や重要性を理解していただくた

め、巡回・窓口相談、当所会報誌、当所ホームページ等により啓蒙活動を行いながらセミナーへの参

加を促し、事業計画策定を目指す小規模事業者の掘り起こしを行いました。 

 

・事業計画作成支援（補助金申請） 

①小規模事業者持続化補助金 申請件数：４件 

②ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金 申請件数：３件 

 ③事業再構築補助金 申請件数：２件 
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・事業計画作成支援セミナー「新型コロナウイルス感染症に対する政府支援策講習会」 

①開催日時 １１月１５日（月）１３：３０～１５：３０ 

②開催内容  

 新型コロナ対策に活用できる補助金、支援金、融資制度等 

 事前に知っておくべき申請準備（事業計画策定） 

 持続化補助金、事業再構築補助金について 

③講  師 河合中小企業診断士・社会保険労務士事務所 代表 河合 正尚 氏 

④受講者数 ８名（すべて小規模事業者） 

⑤セミナー実施後のフォローアップ方法 

セミナー実施後に個別相談会を開催し、セミナー講師と経営指導員が具体的な事業展開の目的

などのヒアリングを行いながら事業計画作成支援を行いました。 

⑥セミナー開催の成果（事業計画作成件数１件） 

経営者の漠然としたアイデアを計画書に落とし込むことで具体化につながり、事業の実現可能性

を高めることに繋がりました。なお、当初計画ではセミナー受講者数１０名、内５件の事業計画

作成支援を目標としていましたが、新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛要請など、セミ

ナーの開催自体を検討し、オンライン・会場受講のハイブリット型によるセミナー開催により８

名の受講で開催することができました。引き続き、感染状況を考慮しながら、ハイブリット型の

セミナー開催、積極的な専門家による個別相談の実施、事業計画作成の重要性を周知しながら事

業計画の作成支援を行っていきます。 

 

②創業希望者に対する支援 

創業に係る財務の基礎や資金調達、計画策定などを学ぶための創業セミナーを開催して、創業希望

者の掘り起こしを行う予定でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大によりセミナーの開催を中止し

ました。なお、一般財団法人旭川産業創造プラザの開催する認定創業支援事業「どうほく Biz Café

（WEBセミナー開催：10/28・11/4」の周知を当所ホームページで行い参加を促しました。 
 

 ・創業相談件数：３件（内創業件数１件） 創業計画作成件数：２件 
 

③事業承継に対する支援 

当地域において経営者の高齢化が進む中で、事業の存続は喫緊の課題で迅速な対応が重要であり、

事業承継を考えている小規模事業者のための事業承継セミナーを開催する予定でしたが、新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響によりセミナーの開催を中止しました。なお、前述（１．地域の経済動向調

査に関すること）で承継意思を確認するためのアンケート調査（事業承継の考え、後継者の有無、取

組み内容等）を行っており当所のホームページにて調査結果を公表しています。 

また、事業承継相談については、北海道事業承継・引継ぎ支援センターとの連携により、面談・ヒ

アリングの他、事業所訪問を行い、事業承継計画１件の策定支援を行いました。引き続き、事業承継

者の掘り起こしを行い、事業承継を考えている事業者に対してステージ毎の事業承継の進め方や承継

方法の選定（親族・従業員・Ｍ＆Ａ）、事業承継計画の作成等を支援します。株価の評価やＭ＆Ａとい

った専門性を有するものについては、北海道事業引継ぎ支援センターやよろず支援拠点等と連携し、

有益な事業承継が行えるように総合的な支援を行っていきます。 
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【目標・実績・達成率】 

支援内容 目標 実績 達成率 評価 

事業計画策定件数 １８件 ９件 

５０％ Ｂ 

 
事業計画作成セミナー開催 

※コロナの影響により１回開催 
２回 １回 

創業計画策定件数 １２件 ２件 

１７％ Ｃ 

 
創業セミナー開催 

※コロナの影響により中止 
２回 ０回 

事業承継計画策定件数 ２件 １件 

５０％ Ｂ 

 
事業承継セミナー開催 

※コロナの影響により中止 
１回 ０回 

 

４．事業計画策定後の実施支援に関すること【指針②】 
 

【事業内容】 

事業計画を策定した事業者に対しての定期的な巡回訪問等による計画の進捗確認とＰＤＣＡサイク

ルを用いた支援を行いました。また、経営支援基幹システム「ＢＩＺミル」を導入し、経営状況の数値

化による比較・見える化や、強み・弱みの分析を共有しフォローアップ支援を行いました。 

なお、高度な経営課題が生じた場合には、日本政策金融公庫との連携による資金調達支援やミラサポ

等を活用した専門家派遣による支援を行い、課題解決に向けた実施支援を図っていきます。 

 

【経営支援基幹システム「ＢＩＺミル」の導入】 

①導入目的 

経営分析並びに把握による経営目標及び経営計画作成支援と支援担当職員との情報共有・一元化を

図り、経営状況の数値化による比較と見える化、強みや弱みの分析を行い、今後の計画作成とＰＤ

ＣＡサイクルの構築化を図ります。 
 

②システム活用事業者 

経営状況分析表作成事業者 ６１社 
 

③導入による支援でもたらされる個社への効果 

今まで自社の経営分析をしたことない小規模事業者の現状把握と分析結果に基づくアドバイス及

び事業計画のＰＤＣＡサイクルの再構築が図られました。 
 

【目標・実績・達成率】 

支援内容 目標 実績 達成率 評価 

事業計画策定後のフォローアップ回数 ７２回 ７２回 １００％ Ａ 

創業計画策定後のフォローアップ回数 ４５回 ６回 １３％ Ｃ 

事業承継計画策定後のフォローアップ回数 ８回 ６回 ７５％ Ｂ 
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５．需要動向調査に関すること【指針③】 
 

【事業内容】 

経営分析を行った小規模事業者が事業計画の策定や新商品開発、新役務の提供、販路開拓を図るため

には消費者ニーズを把握する必要があり、市場動向・需要動向の情報を収集・整理分析して提供するた

め、当所が消費者ニーズのヒアリング調査を実施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大によ

り物産展等が中止となったことからヒアリング調査を実施することが出来ませんでした。 

 

【目標・実績・達成率】 

支 援 内 容 目標 実績 達成率 評価 

消費者ニーズ調査 支援事業者数 ６社 

コロナにより

中止 
－ － 消費者ニーズ調査 回数 ２回 

ヒアリング調査件数 ３００件 

 

６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること【指針④】 

 

（１）物産展、商談会、展示会への参加支援 

※新型コロナウイルス感染拡大のため出展中止 

 

【目標・実績・達成率】 

支 援 内 容 目標 実績 達成率 評価 

物産展出展回数 ２回 

コロナにより

中止 
― ― ・１回あたりの出展事業者数 ３社 

・上記の展示会の売上目標（１社あたり） １５万円 

商談会・展示会出展回数 

※コロナの影響により１回のみ出展 
２回 

コロナにより

中止 

― ― 
・１回あたりの展示会出展事業者数 ３社 ０社 

・１社あたりの成約件数 １件 ０件 

（商談中）  

（２）ＩＴを活用した販路開拓支援 

・ＩＴ活用セミナーの開催 

①開催日時 １月２４日（月）１３：３０～１６：００ 

②開催内容  

  ITを活用して認知度・集客力・顧客サポートをアップさせ販路拡大につなげる。 

  Google マイビジネス×LINE ビジネス活用術、はじめてでも使いこなせるビジネス利用の登録方

法から活用術までを解説。 

③講  師 AIプロデューサー・G-word代表 杉山 貴思 氏 

④受講者数 １５名（内小規模事業者１２名） 
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⑤セミナー実施後のフォローアップ方法 

セミナー実施後に個別相談会を開催し、セミナー講師と経営指導員が具体的な事業展開の目的

などのヒアリングを行いながら事業計画作成支援を行いました。 

⑥セミナー開催の成果（事業計画作成件数１件） 

当初１０人名の受講を想定していましたが、ハイブリット型の開催によって１５人の受講があり

ました。 

今回のセミナー参加者や、継続的に個別支援を実施している事業者の内、ＩＴの活用によって販

路開拓に繋がった事業者は３件あり、売上増加目標である３％以上の売上増加が見込まれています。 

 

【目標・実績・達成率】 

支 援 内 容 目標 実績 達成率 評価 

ＩＴ活用セミナー開催回数 １回 １回 １００％ 

Ａ ＩＴ活用セミナー参加者数 １０人 １５人 １５０％ 

ＩＴ活用による販路開拓者数 ２社 ３社 １５０％ 

 

 

Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組 

 

【事業内容】 

地域経済活性化に向けた事業は、留萌市、留萌観光協会、留萌市商店街振興組合連合会などと連携を

行いながら、「観光振興」「交流人口の増加」「留萌のブランド化」「商店街活性化」等に向けた事業の取

組みを行って来ました。 

 

（１）るもい呑涛まつり 

主  催 るもい呑涛まつり実行委員会 

実施内容 当市を代表する夏のお祭りとして長年続く最大のイベント 

開催時期 ７月下旬（金：前夜祭 土：やん衆あんどん）の年１回開催 

効  果 
滞在型観光の促進による地域経済の発展に寄与する事業として、参加団体や関係機関

による連携を強化し、更なる集客イベントとして育成 

実  績 新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止 

 

（２）うまいよ！るもい市 

主  催 うまいよ！るもい市実行委員会 

実施内容 市内の農畜産品や加工品など、留萌地域の「食」をテーマにしたイベント 

開催時期 ６月と７月の年２回開催 

効  果 交流人口の増加と地域ブランドの情報発信 

実  績 新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止 
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（３）るもい元気スタンプラリー（※旧：るもいワンコイン商店街スタンプラリー） 

主  催 留萌商工会議所 

実施内容 
期間中参加店で１回１，０００円以上の商品等を購入した方にスタンプ１個を応募用

紙に押印し５個スタンプを集めると抽選に応募する。 

開催時期 ８月～１０月頃（年１回） 

効  果 地域経済の活性化と中心市街地の賑わい創出 

実  績 
開催日：令和３年８月１６日（月）～３１日（火） 

参加店８３店／スタンプラリー完走者６３２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「北海道まるごとフェア inサンシャインシティ」※留萌市かずの子条例の推進 

主  催 北海道まるごとフェア実行委員会 

実施内容 北海道内各地（道北１３商工会議所）の特産品や名産品等の販売 

開催時期 １０月頃（年１回） 

効  果 かずの子の消費拡大と地産地消の推進、地域経済活性化、郷土愛の醸成 

実  績 

開催日：令和３年１０月７日（金）～１１日（月） 

場 所：東京都豊島区池袋：サンシャインシティ 

来場者数１８，６３７人 

出品商品：カズチープレッチェル（井原水産㈱） 
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（５）留萌市経済活性化懇談会の開催 

主  催 留萌市 

実施内容 地域の活性化事業についての情報や意見の交換 

開催時期 年３回 

効  果 交流人口の増加、地域外資金の導入、留萌ブランドの発信・強化 

実  績 開催日：令和３年５月６日（木）、令和３年７月８日（木）、令和４年１月６日（木） 

 

【目標・実績・達成率】 

事業内容 目標 実績 達成率 評価 

るもい呑涛まつり １回 コロナにより中止 － － 

うまいよ！るもい市 １回 コロナにより中止 － － 

るもい元気スタンプラリー 

 開催日：令和３年８月１６日（月）～３１日（火） 

参加店８３店／スタンプラリー完走者６３２名 

１回 １回 １００％ Ａ 

「北海道まるごとフェア inサンシャインシティ」 

出品商品：カズチープレッチェル（井原水産㈱） 
１回 １回 １００％ Ａ 

留萌市経済活性化懇談会の開催 ３回 ３回 １００％ Ａ 

 

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 

 

１．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 
 

【事業内容】 

（１）地域経済動向の把握と販路開拓等の支援ノウハウに関する情報交換 

北海道留萌振興局、留萌市、地域金融機関、北海道よろず支援拠点、（公財）北海道中小企業総合支援

センター、（一財）旭川産業創造プラザ等で構成され年２回開催される「地域中小企業支援ネットワーク

会議」において、当所で行う動向調査等の情報提供や、各支援機関で行っている調査と新たな施策等の

情報収集を行い、販路開拓支援や経営分析に活用できる支援ノウハウについて一層の向上に努めるため

情報交換を図る予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となりました。 
 

（２）金融円滑化支援に関する情報交換 

㈱日本政策金融公庫旭川支店、北海道信用保証協会旭川支店と年２回以上の情報交換を行う懇談会を

開催し、金融支援スキルの協議や支援の現状、小規模事業者経営発達支援融資制度の利用促進について

情報交換を行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となりました。 
 

（３）地域金融機関との連携による情報共有と情報提供 

地域金融機関である留萌信用金庫、北洋銀行留萌支店、北海道銀行留萌支店との金融懇談会を四半期

毎（年４回）開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となりました。 
 

（４）事業承継に関する支援ノウハウ等の情報交換 

事業承継問題を支援する為、北海道事業引継ぎ支援センター等との情報交換を年２回開催する予定で

したが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となりました。 
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（５）新規創業に関する情報交換 

当所と留萌市、留萌信用金庫の三者による創業支援連携協定を平成２８年３月に締結した事により、

新規創業や新分野進出に対する創業支援をワンストップで対応する支援体制が始まり、互いの情報提供

と共有の他、中小企業診断士や税理士といった専門家を交え、実務担当者による創業支援に関する研修

等を年２回程度開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となりました。 
 

【目標・実績・達成率】 

実 施 内 容 目標 実績 達成率 評価 

地域経済動向の把握と販路開拓等の支援 

ノウハウに関する情報交換 
２回  コロナにより中止 － － 

金融円滑化支援に関する情報交換 ２回 コロナにより中止 － － 

地域金融機関との連携による情報共有と情報提供 ４回 コロナにより中止 － － 

事業承継に関する支援ノウハウ等の情報交換 ２回 コロナにより中止 － － 

新規創業に関する情報交換 ２回 コロナにより中止 － － 

 

２．経営指導員等の資質向上等に関すること 
 

【 研修会等の参加による資質向上 】 

 日本商工会議所、（一社）北海道商工会議所連合会が主催する研修会への参加に加え、地域金融機関や

中小機構が主催する研修に、経営指導員をはじめ、その他の職員についても年間１回以上研修会に参加

する事で、経営課題の把握や販路開拓、経営計画の策定までの支援能力向上を図りました。 

 

【 研修会への参加 】 

 

【目標・実績・達成率】 

実 施 内 容 目標 実績 達成率 評価 

研修会の参加による資質向上（中小機構） 各１回 各１回 １００％ Ａ 

 

３．事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること 
 

【 経営発達支援計画事業評価委員会の開催 】 

経営発達支援計画の実効性を向上させるために下記支援機関の協力を受け、事業評価委員会を年１回

開催し、事業計画の実施、評価、見直しと改善を行います。 

 

＜ 支援機関 ＞ ①留萌市 ②留萌信用金庫 ③（一財）旭川産業創造プラザ 

開催日 内容 研修テーマ 参加者 

令和３年６月２３日・３０日 
経営指導員等研修 

（ＷＥＢ） 

小規模事業者のＩＴ導入支援

の進め方 
経営指導員 

令和３年８月３日・５日 
経営指導員等研修 

（ＷＥＢ） 

小規模事業者支援に役立つ財

務知識 
補助員 

令和３年１０月２０日～２２日 経営指導員等研修 創業支援の進め方 経営指導員 

令和３年１１月１７日～１９日 経営指導員等研修 ＢＣＰ計画作成支援の進め方 経営指導員 


